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1　は　じ　め　に

早生品種スズマルにおいて英と子実が成熟しても茎垂が

いつまでも青いままの成熟不整合（爽先熟）現象が認めら

れコンバイン収穫の妨げとなっている。そこで，スズマル

の成熟不整合個体及び集団と収量・品質の関係を検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験場所：青森県農業試験場（青森県黒石市）

（2）土壌条件：黒ポク土

（3）供試品種：スズマル

（4）試験条件

1）個体の成熟整合度と収量・品質との関係

表1のとおり実施した。

表1　年次別試験条件

試験年次　　1992年　　1993年　　1994年
播種期　　　　　5月9日　　5月19日　　6月25日
栽植密度　　　19．0本／ポ　28．6本／d　28．6本／ポ
基肥窒素量　　　0～0．5kg／a O．5kg／a O．5kg／a
堆肥　　　　　　無　　　　100kg／a　　無
区制・面積　　1区10．51ぜ　1区臥41d l区8，4Id

2反復　　　し．6直交表　し16直交表
成熟整合度の調査日　成熟期後1柑　成熟期後11日　成熟期後28日

2）集団の成熟整合度と収量・品質との関係

表2のとおり要因をL　6直交表に割り付けて実施した。

表2　試験区の構成

職　要因　　水準1　水準2　　水準3　　水準4

1脱

播種期　5月11日　6月5日　6月15日　6月25日
載積密度　28．6本／d　35．7本／正　一

追肥　　無　　　　窒素05kg／a　－

培土　　無　　　　有

1捌

播種期　6月15日　6月25日　一
載植密度　28．6本／d　35．7本／d　42．7本／ポ　50．0本／d
うね幅　70cm　　　35cm　　　－
F　高　　　　低

（5）集団の成熟整合殿表示方法

茎色が緑色で1／3未満の妻が残っている個体を「2」，

茎色が緑色を「3」，黄色を「4」，茎・英とも成熟を「5」

とし，次式から集団の成熟整合度を求めた。

Field）

2×「2」の個体数＋3×「3」の個体数

区全体の　＋4×「4」の個休数＋5×「5」の個体数

成熟整合度 調査個休数

3　試験結果及び考察

1992年から1994年の3か年間にわたって，スズマルの成

熟不整合に及ぼす栽培要因を検討した。どの試験区内でも，

個体により，成熟の経過にばらつきが認められ，成熟整合

皮が異なった。1992年・1993年は成熟期後11日の個体の成

熟整合度の生育・収量を図1に示した。1994年については

成熟期後28日の値である。正常な成熟経過をたどった成熟

整合度5の個休に比べ，成熟整合皮が4から3へと低下す

るほど，個体の収量がまさった。これは，成熟整合度が低

下するほど，個体の茎重・稔実粒数・百拉重もまさったこ

とから，生育量の増大が稔実拉致及び百粒重の増加をもた

らした結果，増収したものと考えられた。このことから，

成熟整合度の異なる個体が発生する要因は，同じ試験区内

の生育量の不ぞろいによると考えられた。

1993年は播種期し栽植密度，追肥の有無及び培土の有無

□1992年廠

△】993年産

▼199一川ミ産

⊃

一一一一一止、

■＼．．　□

■■、▼

、も

仙
　
　
　
洞
　
　
　
0
0
　
　
　
5
0

捻
劣
性
致
　
（
柁
／
上
〓

口1992年度

△1993年産

▼1994年度

lコ

■一一・・一・・一▼」、

、■・、、ヲ

一一一一一一△、、

、一、－▲

3　　　　　　4

成熟整合度

躍
重
　
（
8
／
▲
T
）

01992年廠

△1993拝顔

▼1994年烏
口

k℃芋ここ－、▼

慮
　
庇
　
護

隼
　
早
年

D
 
A
　
▼

百
恨
里
　
（
且

ロ
鴫

∵
＼
ヤ
＼
ヾ

＼
＼

へ
乳

＼

図1個体の成熟整合皮と子実重・茎垂・稔実拉致・百校垂
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図2　集団の成熟整合度と子実重・茎垂・稔実拉致・百粒垂

の4要因を組合わせた試験区構成である。また，1994年は

播種乳栽植密度，うね幅及び土壌pFの4要因を組合わ

せた。その結果は，試験区により，集団の成熟経過が異なっ

た。試験区別の成熟期後9日の成熟整合度の生育と収量を

図2に示した。1993年は成熟期後9日の時点で，集団の成

熟整合皮が，3．5～5．0であった。試験区のすべての個体が

コンバイン収穫可能な状態の試験区も見られた。一万，

1994年は集団の成熟整合度が2．9～4．3で成熟整合皮が全般

に低めであった。従って，成熟期後9日の時点でコンバイ

ン収穫が可能な試験区は見られなかった0また，1993年は，

個体と同様に成熟整合度が低下する集団ほど増収したが，

1994年は，集団間で一定の傾向が認められなかった。1993

年は，成熟整合度が低下するほど茎垂や百粒重がまさった

ことから，生育量の増大が，百校重の増大をもたらし，増

収したと考えられた。一万，1994年は，成熟整合度が低下

するほど，百粒重の増大が認められたが，増収には結び付

かなかった。これからのことから，成熟不整合はスズマル

のコンバイン収穫にとってはマイナスであるが，年次によっ

ては増収することもあり，増収要因となる可能性となるこ

とを示した。

なお．個体及び集団において，成熟整合皮が低下するほ

ど．百粒重の増大が認められ，納豆用小粒種のスズマルに

おいて，過剰な粒肥大をもたらし．拉大面の品質低下を招

くものと考えられた。

4　ま　と　め

スズマルでは，試験区内の生育不ぞろいが個体の成熟整

合度に影響し，生育量の大きい個体は成熟整合度が低下し

た。スズマルの成熟不整合現象は，生育量・百粒重の増大

により年次によって増収することがあるが，成熟不整合現

象は，コンバイン収穫の妨げとなるばかりでなく，過剰な

拉肥大から品質低下をもたらすことにより好ましい現象で

はなかった。
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